
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和 4 年 9 月～令和 5 年 8 月） 

令和 5 年 10 月 16 日 



●登録事業所の概要 

 （1）事業者名及び代表者名 

     環境保全 株式会社 

     代表取締役 沖山 勇 

  

 （2）所在地 

     本社    〒737-0161 広島県呉市郷原町 2527 番地の 391 

     黒瀬事業所（産業廃棄物中間処理施設） 

 〒739-2732 広島県東広島市黒瀬町津江 21804 番地 

 

 （3）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

     環境管理責任者 沖山 勇 TEL：0823-70-3535 

     環境事務局 沖山 佐知子      〃 

           

（4）事業内容 

     ①産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬 

     ②産業廃棄物の中間処理 

【脱水】   汚泥    【天日乾燥】 汚泥 

【造粒固化】 汚泥（無機に限る。）、鉱さい 

     ③建設リサイクル製品の販売（改良土） 

     ④建設業（土木工事業、とび・土工工事業、しゅんせつ工事業、解体工事業） 

 

 （5）事業の規模 

     従業員数  25 名（主な所属に役員含む）  

代表取締役 常務取締役 監査役 事務 営業部 業務部 

1 名 1 名 1 名 3 名 3 名 15 名 

 

売上高               （単位：百万円） 

 売上高 

令和 2 年 9 月 1 日～令和 3 年 8 月 31 日 

（2020 年 9 月 1 日～2021 年 8 月 31 日） 
324 

令和 3 年 9 月 1 日～令和 4 年 8 月 31 日 

（2021 年 9 月 1 日～2022 年 8 月 31 日） 
334 

令和 4 年 9 月 1 日～令和 5 年 8 月 31 日 

（2022 年 9 月 1 日～2023 年 8 月 31 日） 
362 
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（6）対象範囲  

     本社及び黒瀬事業所 

     全組織及び全従業員 

 

 （7）法人設立年月日 

     昭和 62 年 5 月 23 日 

 

 （8）資本金 

     1,000 万円 

 

（9）EA21 組織体制 
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 （10）許可の内容 

○建設業 

 

 

 

 

 

 

 

○産業廃棄物処分業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○特別管理産業廃棄物収集運搬業 
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○産業廃棄物収集運搬業 
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（11）施設等の状況 

 

○中間処理施設 
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○移動式処理施設 
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○処理工程図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（12）車輌等の状況 ※令和 5 年 10 月 16 日現在 

 

（13）産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物 実績（Ｒ4.9～Ｒ5.8） 

 

○産業廃棄物収集運搬       汚泥等 13,259 トン 小数点以下切り捨て 

○特別管理産業廃棄物収集運搬   汚泥等 13 トン 小数点以下切り捨て 

○産業廃棄物処分         汚泥等 5,529 トン 小数点以下切り捨て 

 

（14）廃棄物処理料金 

    廃棄物の種類や性状によって、個別見積り。見積もり料金は、無料。 

    （当社営業℡0823-70-3535 までご連絡ください。）  

大型水密ダンプ 

フックロール 

超高圧洗浄車 

ユニック 

強力吸引車 
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（17）業務内容 ※一部の業務について掲載します。 

     

○管清掃業務 

  

 

 

 

 

                      

                              

                                
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 管清掃業務の様子です。 

 汚水管の中を高圧洗浄します。 
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○建設業 

 

元請け 下請け 

脱水ケーキ運搬（呉市上下水道局） 橋床板取替 

汚水圧送管他清掃 脱水ケーキ運搬（広島市） 

休炉工事 貯水池水中ロボット清掃 

雨水枡清掃 粉体回収 

食厨トラップ清掃 汚泥撤去 

ほか ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

  

●環境経営方針 
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●環境経営目標及び環境経営計画 

「電気消費の削減」「化石燃料消費の削減」「CO2排出量」の基準値を平成 25 年度としていたが、 

近年、従業員数の増加や車両の増加、営業規模の拡大などの理由により、目標を達成することが難しく 

なりましたので、基準値を見直すこととし、単位も変更します。 

今後は、令和 2 年度を基準値として、取り組みを継続してまいります。 

なお、「排水量の適正管理」「廃棄物排出量削減」「化学物質の削減」については、引き続き、基準値を 

平成 28 年度としています。 

（1）環境経営目標   

項  目 単位 

基準値  年度毎目標 

令和 2 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 

R1.9～R2.8 R5.9～R6.8 R6.9～R7.8 R7.9～R8.8 

2019.9～2020.8 2023.9～2024.8 2024.9～2025.8 2025.9～2026.8 

電力消費の削減※1 kwh  20,964 
現状維持

（20,964） 

現状維持

（20,964） 

現状維持

（20,964） 

化石燃料

消費の 

削減 

ガソリン ℓ /人 2752.99 
現状維持

（2752.99） 

現状維持 

（2752.99） 

現状維持 

（2752.99） 

軽 油 

黒瀬 

事業所 

ℓ/t 1.53 
現状維持

（1.53） 

現状維持

（1.53） 

現状維持

（1.53） 

軽 油 

建設現場 

※2 

ℓ/km 3.1 
現状維持 

（3.1） 

現状維持 

（3.1） 
未定 

地域社会貢献活動 
草刈り・ 

清掃活動 
年 1～2 回 年 1～2 回 年 1～2 回 年 1～2 回 

受託 

廃棄物 

再資源化 

受入廃棄物

の再資源化 
％ ― 100 100 100 

建設廃棄物

の再資源化 
％ ― 100 100 100 

グリーン購入の推進 ― 推進 推進 推進 推進 

CO2排出量 kg-CO2 561,624 
現状維持 

（561,624） 

現状維持 

（561,624） 

現状維持 

（561,624） 

（注）１.建設現場の電気使用量、水使用量は把握できないため、数値目標は設定しないが節電・節水の取組は、徹底する。 

※1 電力の CO2排出量削減の数値は電力の排出係数 0.636kg-CO2/kWh を使用します。 
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（1）環境経営目標【続き】    

項  目 単位 

基準値  年度毎目標 

平成 28 年度 

Ｈ27.9～Ｈ28.8 

2015.9～2016.8 

令和 6 年度 

R5.9～R6.8 

2023.9～2024.8 

令和 7 年度 

R6.9～R7.8 

2024.9～2025.8 

令和 8 年度 

R7.9～R8.8 

2025.9～2026.8 

排水量の

適正管理 

上水・ 

工業用水 
㎥ 230 

現状維持 

（230） 

現状維持 

（230） 

現状維持 

（230） 

地下水 

※ 
㎥ 48 適正管理 適正管理 適正管理 

廃棄物 

排出量削減 

一般廃棄物 kg 74 
△5％ 

（70） 

△5％ 

（70） 

△5％ 

（70） 

産業廃棄物 ｔ 6.9 
△4％ 

（6.5） 

△4％ 

（6.5） 

△4％ 

（6.5） 

化学物質の削減 kg 16 適正管理 適正管理 適正管理 

※ 地下水は目標が有効活用のため目標値は設定しないが排水量は記載する。 

（2）環境経営計画 

項  目 環境活動計画 取組内容 

電力のCO2排出量削減 クールビズ・ウォームビズ運動 

室内温度設定 

不要照明及び不要機器電源の消灯 

全社員での取組徹底 

従業員の軽装化 

夏季 28℃ 冬季 20℃ 

不要な照明及び電子機器電源の消灯 電力消費の削減 

車輌の CO2 排出量削減 
エコドライブ運動、アイドリングストップ 

冷暖房の控えめ使用 

全社員での取組徹底 

新車購入時は燃費の良い車輌を購入 

スマートドライブの実施 

信号等でのアイドリングストップ 

エアコン不要時は切る 

経験者の指導・フォロー、声掛け 
化石燃料の削減 

排水量の適正管理 

上水の節水 

工業用水の節水 

地下水の有効活用 

洗濯物はまとめて行う 

出しっぱなしにしない 

ホースの先端にストッパーを付ける 

防火用水として活用 

廃棄物の削減 

コピー用紙の印刷ミス防止 

ペーパーレスの推進 

段ボールの再利用(有効利用) 

工作時の計画的な原材料の購入と使用 

印刷前の確認 

裏紙の活用、データの電子保存 

道具入れとして活用 

在庫確認をしてから、検討する 
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（2）環境経営計画【続き】 

受託廃棄物の再資源化 
受入廃棄物の再資源化 

建設廃棄物の再資源化 

脱水・天日乾燥・造粒固化 

再資源化処理施設の委託 

化学物質の削減 必要な量のみ購入 購入前に在庫の確認 

地域社会貢献活動 年 1～2 回草刈り及び清掃活動 
本社及び黒瀬事業所周辺及び 

近隣地区清掃活動 

グリーン購入の推進 エコマーク商品の購入 
エコマーク商品調査 

文具類のグリーン購入推進 

 

（3）環境経営目標の実績 

  

項  目 単位 

基準値 年度毎目標 結果 

令和 2 年度 目標 

（令和 5年度） 

2022.9～

2023.8 

実績 

（令和 5年度） 

2022.9～2023.8 

 

○△× R1.9～R2.8 

2019.9～2020.8 

電力消費の削減 kwh  20,964 
現状維持 

（20,964） 
20349 ○ 

化石燃料

消費の 

削減 

ガソリン ℓ /人 2,752.99 
現状維持 

（2,752.99） 
2,627.33 ○ 

軽 油 

黒瀬 

事業所 

ℓ/t 1.53 
現状維持 

（1.53） 
1.12 ○ 

軽 油 

建設現場 
ℓ/km 3.1 

現状維持 

（3.1） 
2.86 ○ 

地域社会貢献活動 
草刈り・ 

清掃活動 
年 1～2 回 年 1～2 回 年 1～2 回 ○ 

受託 

廃棄物 

再資源化 

受入廃棄物の

再資源化 
％ ― 100 100 ○ 

建設廃棄物の

再資源化 
％ ― 100 100 ○ 

グリーン購入の推進 ― 推進 推進 推進 ○ 

CO2排出量 kg-CO2 561,624 
現状維持 

（561,624） 
524,573 ○ 
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（3）環境目標の実績【続き】 

項  目 単位 

基準値 年度毎目標 結果 

平成 28 年度 目標 

（令和 5年度） 

2022.9～2023.8 

実績 

（令和 5年度） 

2022.9～2023.8 

 

○△× H27.9～H28.8 

2015.9～2016.8 

排水量の

適正管理 

上水・ 

工業用水 
㎥ 230 

現状維持 

（230） 
63 ○ 

地下水 ㎥ 48 適正管理 適正管理 ○ 

廃棄物 

排出量削減 

一般廃棄物 kg 74 
△4％ 

（71） 
0 △ 

産業廃棄物 t 6.9 
△3％ 

（6.6） 
3.58 ○ 

化学物質の削減 kg 16 適正管理 適正管理 ○ 

 

（4）CO2排出量の実績 

 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

CO2排出量 

（kg-CO2） 

344,450 

（基準） 

318,117 

（7.7％減） 

365,043 

（5.6％増） 

393,366 

(14.2%増) 

418,266 

(21.4%増) 

 平成 30 年度 平成 31 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

CO2排出量 

（kg-CO2） 

427,569 

（24.1％増） 

474,664 

（37.8％増） 

561,624 

（63.0％増） 

582,804

（69.2％増） 

582,037 

（68.9％増） 

 令和 5 年度     

CO2排出量 

（kg-CO2） 

524,573 

(52.3%増) 

    

（注）電力の CO2排出係数は、H29 年度の排出係数 0.636 kg-CO2/kwh を用いて算出し、基準を H25 年度としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

P15 



P16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）実績の考察   

項  目 要因 対策 

電力消費の削減 
営業員の外勤が増加した（営業所の不在時間

の増加）が、削減対策がしっかりできた。 

クールビズ・ウォームビズの徹底。 

人がいなくなる時は切る。 

化石燃料

消費の 

削減 

ガソリン 

クールビズ・ウォームビズを徹底した。 

営業範囲が拡大しているが、効率的の良い 

移動ができている。 

営業員の外勤が増加した。 

一日の流れを把握し、効率の良い移動の徹底。 

エコドライブの徹底。 

営業部内での連携を取り、なるべく現場に近い者が

対応できる仕組みを作る。（効率の良い仕組み） 

軽 油 

黒瀬事業所 

ベテラン作業員が不在の間、不慣れな作業等

により、運転時間等が増加したことがある。

基本的には、ベテラン作業員が作業する。 

新人や他の人への指導。 

一日の流れを把握し、効率の良い作業の推進。 

軽 油 

建設現場 
エコドライブを徹底した。 

環境に配慮した運転操作の継続。 

（吸引装置操作含む。） 

地域社会貢献活動 本社周辺の除草・清掃に取り組んだ。 個人レベルでも環境に配慮した行動を意識する。 

    



（5）実績の考察【続き】 

受託 

廃棄物 

再資源化 

受入廃棄物

の再資源化 
中間処理後、他社委託でリサイクルした。 

引き続き継続する。 

再資源化までのフローの徹底。 

建設廃棄物

の再資源化 

造粒固化をすることでリサイクル製品生成した。 

造粒固化以外は、他社委託でリサイクルした。 

引き続き継続する。 

再資源化までのフローの徹底。 

グリーン購入の推進 補充時は、従来通りの製品を購入した。 新規購入時、グリーン購入対象品優先を配慮する。 

排水量 

適正管理 

上水・ 

工業用水 

洗濯時の対策の徹底、周知。 

洗車時は地下水の有効利用。 

洗濯はまとめて行う。 

洗濯の仕方の変更。 

地下水の使用。 

地下水 洗車で使用した。 有効に利用する。 

廃棄物 

排出量削減 

一般廃棄物 

印刷ミスが低減、裏紙で再利用、ペーパー 

レス（電子化）を推進することで用紙の使用

量の削減ができた。 

書類整理による文書の破棄を行った。 

引き続き継続する。 

ペーパーレス（電子化）の取組を向上させる。 

産業廃棄物 
フレコン等の再利用が増加した。 

再利用の徹底。 
引き続き継続する。 

化学物質の削減 
適正管理できている。 

計画的な業務を行う。 
購入前に在庫の確認。 

CO2排出量 化石燃料消費の増加により、増加した。 
各項目の消費削減に努める。 

目標の見直しを図る。 

 

（6）環境活動計画の取組結果と評価、次年度の取組内容 

項  目 取組結果と評価、次年度の取組内容 

電力のCO2排出量削減 各部門内で声掛けをし、従業員の節電意識が高まり、削減することが出来た。 

今後もクールビズ・ウォームビズ運動、室内温度管理、不要照明の消灯に取り組み 

ます。 

全社員に周知徹底し、取り組みます。 
電力消費の削減 

車輌の CO2排出量削減 効率的なルートの決定やエコドライブ及びアイドリングストップの更なる定着と 

実施を次年度も継続して取り組みます。 

全社員に周知徹底し、取り組みます。 
化石燃料消費の削減 

排水量適正管理 

地下水を有効活用していくことに取り組みます。 

各部門内または社内で声がけをして、節水に取り組みます。 

ホースの先端にストッパーを付ける。（継続） 
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（6）環境活動計画の取組結果と評価、次年度の取組内容【続き】 

 

 

●環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟等の有無 

 当社に関する主な環境関連法規制は、廃棄物処理法、建設リサイクル法、騒音・振動規制法です。 

これらについて、定期的な遵守評価の結果、違反等の事例はありませんでした。 

また、過去 3 年間、関係機関等からの違反等の指摘や訴訟等もありませんでした。 

 

●代表者による全体評価と見直しの結果 

先が読みきれない変動的な業務量の影響で毎月の目標の達成には課題があります。 

産業廃棄物収集運搬業に関しては、営業範囲の拡大、遠方での業務の増加等、車両燃料の消費が 

増加すると CO2 排出量の増加につながってしまうところがありますが、エコドライブなど基本的な

取組みを周知、徹底することでできる限り環境に配慮した活動を続けてまいります。 

また、これまで積み重ねてきた信頼関係をさらに発展させつつ、ご要望にできる限りお応えできるよ

うに励んでいきます。 

環境に配慮した車両の導入も積極的に行ってまいります。 

廃棄物量の削減、リサイクルの推進、ペーパーレス（電子化）など、取組できる範囲で引き続き向上

させます。 

廃棄物排出量削減 
用紙やフレコン等の再利用の促進、ペーパーレス（電子化）の推進、計画的な購入と

在庫確認に取り組みます。 

化学物質の削減 在庫の確認をし、計画的な購入と使用に取り組みます。 

地域社会貢献活動 
事業所近辺の草刈りの実施及び側溝等の清掃を行いました。 

次年度も積極的に活動します。 
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